別記様式

令和７年度「富山県ひきこもり民間団体取組強化事業」応募書

令和６年５月〇日

	応募団体等名
	（所在地）　〒９３０－８５０１　富山市新総曲輪１－７
（名　称）　特定非営利活動法人　富山○○○○協会
（代表者）　理事長　富山　一郎　　 eq \o\ac(○,印)

	本事業に係る連絡先
	担当者
	高岡　二郎

	
	住　所
	〒９３０－○○○○

　富山市○○町１－１－１　　　

	※ 通知文など送付し、不明な点を問い合わせすることがあります。

連絡先を指定してください。
	電話/fax
	電話：０７６－○○○－○○○○　／fax：０７６－○○○－○○○○

	
	e-mail
	abc@pref.toyama.jp

	
	（ 個人宅・勤務先・団体事務所 ）← ○をつけてください

	＜団体等の概要＞

	発足（予定）年月日
	平成２０年　３月　１日

	構成員数（会員数）
	３０名

	
	　　　　　　　　（　　　）
	　　　　　　　　（　　　）

	
	　　　　　　　　（　　　）
	　　　　　　　　（　　　）

	役員等の氏名
	　　　　　　　　（　　　）
	　　　　　　　　（　　　）

	※ 名簿の添付に代えていただいて構いません
	　　　　　　　　（　　　）
	　　　　　　　　（　　　）

	
	↑代表、事務局長、会計等の役職は（　　）内に記入してください。
	他　　　　　　　　　名

	団体等設立の経緯
	富山県において、ひきこもりの相談に対応するため平成2０年から活動を開始。平成○年○月には、より組織的・継続的に活動を行うためＮＰＯ法人を設立し、相談事業のほか、相談員の養成事業も併せて実施するとともに、本法人の活動を広く県民に知ってもらうため、ひきこもり支援に関する取組みの普及啓発にも力を入れている。

	※ 設立のきっかけ、その後の活動について簡潔に記入してください。
	

	団体等の目的
	ひきこもりの方に対する相談事業、当該相談に応じる相談員の養成を実施することで、富山県におけるひきこもり対策の推進に寄与することを目的とする。

	※ 定款、会則等に記載された目的を記入してください。
	

	主な活動
	Ｈ□年～　○○の会（ひきこもり家族の集いの場、相談の場、毎週水曜日９～16時）の運営

Ｈ△年～　相談対応者育成のための研修（年２回）の実施

	※ 定款、会則等に記載された主たる事業を記入してください。
	

	団体等(全体)の年間事業費
	（収入の部）
	（支出の部）

	
	会費収入           千円
寄附金収入           千円
事業収入           千円
(　　　　)           千円
　　計　　           千円
	(　　　　)           千円

(　　　　)           千円

(　　　　)           千円

(　　　　)           千円

　　計　　           千円

	※ 決算報告書がある場合は、前年の収支決算等を添付し、ない場合は右欄に記入してください。
※ これから活動を始める団体等は、予算を記入してください。
	
	

	
	予算(今年度)・決算(前年度) 　← ○をつけてください

	申請する事業への他からの補助金の有無
	有・無・申請中（申請先：　　　　　　　　　　　　　）


＜事業計画＞
	事業名
	富山県ひきこもり民間団体取組強化事業

	事業内容

※当てはまる事業内容の□欄にチェックしてください（複数可）
	（１）新たな居場所づくり推進枠
☑ 居場所づくり
（２）新たに実施する取組み推進枠
□ ひきこもりサポーターを活用した相談支援
□ アウトリーチ支援
（３）民間団体連携推進枠
　□民間団体連携推進

	事業の目的
	ひきこもりの方が日中安心して過ごせることができるよう居場所を開設する。また、居場所について、広く周知を図ることで、利用に結び付けやすい環境を作る。

	事業の内容


	＜概要＞
居場所の開設
＜内容＞　※ 対象者、実施場所、実施方法等を具体的に記載
（1）ひきこもりの方やその家族が、日中安心して過ごせることができる居場所を開設する。
・これまで居場所の設置のない〇市〇において、気軽に利用できる居場所を開設する。（平日10～13時及び13～16時、10月以降20日間/月程度実施予定。会員でローテーションを組み、1日1人で対応）
・週1回程度、ひきこもりサポーターを活用する。サポーターには、居場所の利用者とのコミュニケーションや相談対応をしてもらう。
(2) 実施していることを広く周知するためのチラシを作成し、配布する。

	実施ｽｹｼﾞｭｰﾙ

（予定）
	８月～居場所設置に関する打合せ・調整等
　 事業内容の周知チラシの作成・配布
11月～居場所の開始（平日）

3月　事業内容等の検証

	実施体制

（準備状況）
	団体に属する会員５名によるローテーションで実施
（10～13時、13～16時をそれぞれ1コマとし、1コマにつき、会員1人が担当。週1回程度、ひきこもりサポーターに協力してもらう。）

	期待される効果
	　近隣では、ひきこもりの状態にある本人が自宅以外で過ごせる場がないため、〇市●に居場所を設置することで、自宅で過ごしているひきこもりの状態にある本人の外出の機会をつくることが期待できる。
居場所の開設により、自宅以外で過ごす時間が増えることや他の居場所の利用者等とのコミュニケーションが期待できる。


※「事業内容」欄で、（１）から（３）の事業のうち複数枠の事業にチェックした場合は、＜収支予算＞の作成にあたって、（１）から（３）の事業予算を枠ごとに分けて計上すること。

＜収支予算＞
＜事業計画＞の「事業内容」欄で「（１）一般枠」に該当する事業分
（１）収　入

	区　分
	金額（円）
	内　　　訳

	補　助　金
	１，０００，０００
	富山県ひきこもり民間団体取組強化事業費補助金
その他（特になし　　　　　　　　　　　　）

	寄　附　金
	４００，０００

	団体会費（＠2０千円×２０名）から繰入れ

	そ　の　他
	 ６００，０００

	団体負担金

	計
	２，０００，０００
	


　　　
（２）支　出

	区　分
	金額（円）
	積　算　内　訳

	総  　　 事業費
	補助対象経費
	報償費
（謝礼金）
	２４０，０００
	＠5千円×48回×ひきこもりサポーター活動協力


	
	
	旅費

	４８，０００
	＠1千円×48回×ひきこもりサポーター活動協力

	
	
	需用費

	１，０９２，０００
	施設修繕費（廊下等床張替100千円、畳張替100千円等）、チラシ印刷

	
	
	役務費

	１２０，０００
	チラシ郵送代

	
	
	備品購入費

	５００，０００
	備品購入（机100千円、椅子100千円、棚100千円等）

	
	小計
	２，０００，０００
	

	
	補助対象外経費
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	小計
	
	

	合計
	２，０００，０００
	



注１：支出区分には、報償費、旅費、需用費、役務費、備品購入費等を記載してください。

注２：「（１）収入」の計と「（２）支出」の計の金額は一致させてください。 
記 入 例





別添 役員名簿のとおり





別添 令和５年度収支決算書のとおり





※応募書に記載されている内容で採否を決定しますので、分かりやすく具体的に記載してください。


※必要に応じ、事業内容が分かるもの（図など）を別紙で提出いただいいても結構です。





※ひきこもりの状態にある本人や家族等への取組みの効果を分かりやすく記載してください。


※効果が高い取組みを採用する予定です。





※提案される取組みに係る収入、支出の見込みを、具体的に記載してください。（事業内容を着実に遂行できるかの判断基準になります。）








